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は じめ に

　硫化水素 を含む悪臭除 去に は活性炭 を用い る こ とが 多い 。 現場臭気で は様 々 な共 存物質が あり、

硫化水素の 除去 に影響 を与え ると考え られ る 。 例 えばア ン モ ニ ァ は 除去率 を上 げる こ とが報 告 さ

れ て い る。また、活性炭に よ る硫化 水素の除表 は 、 吸着だ け で な く触媒作用 も関与する こ とが認

め られ て い る。そ こ で 、本研 究で は 種々 の臭気 物質 と硫化水素 が共 存す る条件で の 、 硫 化水 素の

除去 に及 ぼす影響に つ い て 検討 した。　　　　　　　　　　　　　　 表 1　実験条件

方　法

　 あ らか じめ トル エ ン 、
エ タ ノ ール 、 二 硫 化炭素 な ど に

よ り破過 させ た 活性炭 に硫 化水素 を通 気 し、硫化 水素単

独の 場合 と比較 した 。 実験条件 は表 1 の 通 りで ある 。

結 　果

　硫 化水素 単独 の 場合 の 破 過曲線 を図 1 に 、 トル エ ン 、

エ タ ノ
ー

ル 、二 硫 化 炭素 を用 い た場 合の破過 曲線 をそ れ

ぞれ 図 2 〜 4 に 示 す。硫化水素 を通 気するまで の トル

活性炭 ： 石 炭系粒 状炭 （無添着炭）

活 性 炭充填量 ： 5g

カ ラ ム 直径 ： 25mm

カ ラ ム 充填長 さ ： 約 23mm

通気流量 ：3001n匡！min

カ ラ ム 濫 度 ： 30　
”
c

通 気湿 度 ： 約 131ng1L

エ ン 、
エ タ ノ ール 、

二 硫化 炭素の 全 吸着 量は それぞれ

0．19g／g 、0．036g／g、0．043g／g で あ っ た 。 硫化水 素の

除去 率は 、ブ ラ ン ク と比 べ た 場 合 、吸着 量 の 大 き い ト

ル エ ン が 吸着 され た状 態で か な り低 下 し 、
エ タ ノ ール

や 二 硫化 炭素 の 場 合は 少 し低下 した 。 また、硫化水素

の 曝 露に よ っ て 、 トル エ ン と 二 硫化 炭素 で は 、 こ れ ら

の 出口 濃度が 入 ロ 濃度 よ りや や高濃 度となる現 象がみ

られ た 。
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　図 1　 硫 化水素 の 破過 曲線

トル エ ン （入 口 平 均濃 度 64．9pp

硫化 水素 （入 口 平 均濃度 163ppm ）
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図 2　 トル エ ン 吸着後 の 硫化水素破 過 曲線
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図 3 　 エ タノール 吸 着後 の 硫 化水 素破過 曲線
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図 4 　 二 硫化 炭素 吸 着後 の 硫化 水 素破 過 曲線
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